職種：営業・マーケティング　　職務：営業・マーケティング
【概要】

旅館が取り扱う商品（二食付きの宿泊、宿泊パック、宴会パック、日帰り温泉など）や価格のプランングや見直しを行うとともに、旅行代理店や法人などの特定顧客、個人客などの不特定顧客を対象として、顧客回りやインターネットを活用した営業活動を行う。
【仕事の内容】

近年、従来からの夕朝二食付きの宿泊に加えて、低価格路線を追及した宿泊パック、宴会の企画・実行サービスが組み込まれた宴会パック、宿泊なしで温泉（および料理）に特化した温泉パックなど、様々な旅行商品が登場している。マーケティング業務では、こうした状況を踏まえ、お客様を引き付けるような商品・価格を企画立案する。

営業活動としては、個人客を対象として、インターネットや広告・ダイレクトメール等を活用し、お客様を呼び寄せる営業活動がある。さらに、集客を委託している旅行代理店への営業や、社員旅行や福利厚生として旅館を活用する法人顧客を対象とした営業活動もある。
なお、旅館により顧客層が異なるので、メインターゲットとなる顧客層を対象とした営業活動が重要となるが、それだけでなく、今まで対象としていなかった顧客層の掘り起こしも必要である。

【求められる経験・能力】

(１)　新卒者の場合、必ずしも旅行関連の学校を卒業する必要はないが、サービス業としてのホスピタリティなど旅館の特性の理解は重要となる。接客サービスを経験した後に配属される場合と、直接営業部門に配属される場合があるが、いずれにしても、お客様に好感をもたれる明るさやコミュニケーション能力などが求められる。
(２)　経験者を採用する場合は、即戦力として営業力が必要であるが、異業種からの転職も少なくない。いずれにせよ、過去の経験にとらわれず、商品開発や新規顧客の開拓に取り組むチャレンジ精神に富んだ人材が求められている。

(３)　日常の積み重ねで顧客を増やすためには、旅行業界のセオリーを踏まえて誠実に営業活動を続けることが基本になるが、今後は、旅館業の経営環境を認識して今までにない発想や行動で新たな顧客を開拓する能力も重要となる。
【関連する資格・検定等】

ビジネス・キャリア検定試験（営業１級・２級・３級）（中央職業能力開発協会）
実用英語技能検定（日本英語検定協会）

TOEIC（国際ビジネスコミュニケーション協会）

【労働省職業分類（小分類）との対応】
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